
①テストデバイス×20 ②バッファー入りチューブ×20 ③検体採取用綿棒×20 ④取扱説明書×1

ANGELファースト 婦人用迅速検査キット【CA & TV & GV】

取扱説明書（研究用） 型番：TK020

１、手を洗浄または消毒し、十分に乾
燥させてから検査を開始してください。
スワブの先端（採取部位）に直接触れ
ないようにし、袋の最後部からスワブを
取り出してください。

3、十分な検体を得るために、採取
部位でスワブを左右5回回転してく
ださい。採取後は速やかに検査を
行ってください。

２、滅菌済みスワブを使用し、膣内
に挿入して分泌物を採取してくだ
さい。可能な限り後穹窿部から採
取するようにしてください。

内容物（20回分検査キット）

取扱説明動画

＊注意事項：
1. 本製品は、外箱に表示された有効期限内にのみ使用してください。
2. 本検査は、カンジダ・アルビカンス、トリコモナス・ヴァジナリス、ガードネレラ由来のタンパク質検出

専用であり、他のウイルスや病原体の検出には使用できません。
3. 検体の採取、保存は本使用説明書の指示に従って正確に実施してください。不適切な取扱いは

誤判定の原因に繋がる可能性があります。
4. 本製品は研究用のみ使用されます。
5. 本製品は使い捨てです。再使用はしないでください。
6. 検体が汚染の疑いがある場合は、再度新しい検体を採取して検査を行ってください。
7. 凍結は不可です。
8. スワブによる検体採取が不適切な場合、偽陰性の結果となる可能性があります。
9. 必ずキットに同梱された検体採取用綿棒をご使用ください。
10. 検体採取後1時間以内に検査を完了してください。
＊保管条件及び有効期間：
• 4～30℃にて保管してください。凍結不可、遮光保存してください。
• 有効期間は製造日より24か月です。製造日および有効期限は製品ラベルに記載されています。
• 採取後、速やかに検査を行ってください。直ちに検査ができない場合、採取後2〜8℃で、72時間以

内保存可能です。長期保存が必要な場合は、-20℃で最長6か月間保存してください。

検査手順①

１. 検査前に、テストデバイス、バッファー入りチューブおよ
び検体採取用綿棒を室温（10〜30℃）に戻してください。

２. バッファー液入りのチューブの上部にあるフィルムを剥
がしてください。

３. 検体採取後綿棒を抽出し、バッファー入りのチューブ
に挿入して15秒以上、かき混ぜて下さい。

４. チューブを指で押さえながら、スワブを回転させつつ、
取り出してスワブ中の液体をしっかりと絞り出してください

５. チューブの滴下用キャップを閉めます
６. テストデバイスをパウチから取り出します。
７. バッファー液入りチューブを逆さまにして、各テストデバ

イスの注入口（S）に3滴ずつ垂らしてください
８.    判定時間：検体滴下後15分で結果を判定してください。

20分以降の判定結果は無効となります。

検査手順②

下の図に従って操作してください



陽性:

※ 「S」マークのある穴がバファーの注入口です。

コントロールライン（C）とテストライン（T）に赤色のラ
インがそれぞれ出現します。

陰性:

Cラインのみに赤色のラインが出現し、Tラインには
何も表示されません。

この場合、検体中にカンジダ・アルビカンス、トリコモ
ナス・ヴァジナリス、ガードネレラ抗原が存在しない
か、または検出限界未満であることを示しています。

結果に疑いがる場合は、1〜2日後に再検査を行っ
てください。

無効:

Cラインに赤色のラインが出現しない場合は、検査
手順の誤りなどが考えられます。再検査を行ってく
ださい。

結果判読

*本商品は医療診断や治療のために使用することはできません。
疑いがある場合は、最寄りの医療機関や研究センターで検査を行ってください。


